
環境政策局予算の概要 

 

１ 予算編成に当たっての考え方 

令和８年度は、公衆衛生の根幹であるごみの収集運搬・適正処理等の基幹業務を確実

に実施することはもとより、本格化する人口減少社会などの課題やサーキュラーエコノ

ミーなどの新たな潮流にもしっかりと対応できるよう、脱炭素・資源循環・生物多様性

の一体的実施を推進する予算案とした。 

 (1) 地球温暖化対策 

京都ならではの脱炭素転換モデルを構築する「脱炭素先行地域」の創出や、住宅の

太陽光発電設備等の導入支援、小売電気事業者等との連携による再生可能エネルギー

の地産地消に向けた検討など、ライフスタイル、ビジネス、エネルギー、モビリティ

の脱炭素転換に取り組む。 

(2) 循環型社会の構築 

小売店等におけるレジ袋や容器包装等の削減によるプラスチックごみの発生抑制

モデルの創出や、専門家派遣による産業廃棄物の更なる資源化促進に取り組む。 

また、高齢者のごみ出し支援の充実に向けた取組や持込ごみに関する電話対応業務

へのＡＩボイスボット導入を通じて、ごみの排出の更なる利便性向上を図るとともに、

散乱ごみ対策やトイレ環境の充実により、市民生活と観光の調和・両立の更なる推進

を図る。 

(3) 生物多様性保全 

京都の自然の素晴らしさを身近に感じ、愛着を深める仕掛けの創出に引き続き取り

組むとともに、自然共生サイトの認定に向けた支援を拡充し、生物多様性の保全や再

生、持続可能な利用に取り組む。 

これらにより、策定・見直しを行っている京都市環境基本計画等の各計画に掲げる施

策を力強く推進し、京都基本構想に掲げる「自然への畏敬と感謝の念を抱けるまち」の

実現を目指す。 

                            

２ 主な新規・充実事業 

  2050年ＣＯ２ゼロをめざす再エネ最大化アクション【令和９年度まで】 

全体事業費 214,000千円（うち充実分 207,000千円） 

京都市産再エネの地域活用に向けた調査研究【令和８年度まで】    6,000千円 

生物多様性保全推進事業【令和１０年度まで】                  

全体事業費 21,466千円（うち充実分 6,000千円） 

小売店等におけるプラスチックごみ発生抑制モデル事業【令和９年度まで】           

10,000千円 

ごみ出しが困難な高齢者への支援の充実に向けた社会実験【令和８年度まで】 

4,100千円 

観光地美化推進調査事業【令和８年度まで】                    11,100千円 

 



クリーンセンターへの持込ごみに関する電話対応業務のＡＩボイスボット導入 

                                       4,500千円 

産業廃棄物に関する資源循環の推進【令和１０年度まで】     

全体事業費 7,391千円（うち充実分 5,000千円） 

公衆トイレのアップグレードプロジェクト【令和１０年度まで】   27,000千円 

観光トイレ制度        全体事業費  19,940千円（うち充実分 3,000千円） 

 



３　環境政策局主要施策の概要

千円 千円

一般会計合計 25,950,000 18,415,000

1 地球環境保全対策 1,974,997 1,442,245

環 境 保 全 対 策 環境基本計画の推進 8,743 4,377

地球温暖化対策条例の推進 14,059 14,419

京都気候変動適応センターの運営

　　　　　　　　　　　　　　など

京都市脱炭素先行地域創出事業 1,041,000 663,000

重点対策加速化事業 103,265 109,265

建築物の太陽光発電設備等上乗せ設置促進事業

中小事業者の高効率機器導入促進事業

再エネの普及拡大と省エネの推進 220,000 76,760

<充　実>

　住宅の自家消費型太陽光発電設備等設置補助事業など

京都市産再エネの地域活用に向けた調査研究 <新　規>

市民による地球温暖化対策の推進 54,966 53,405

脱炭素ライフスタイル推進事業

「エコ学区」ステップアップ事業

こどもエコライフチャレンジ推進事業

事業者による地球温暖化対策の推進 12,877 12,260

事業者の温室効果ガス排出量削減に向けた対策

運輸部門における地球温暖化対策の推進 6,393 6,203

電気自動車等の次世代自動車普及促進事業

国際的な地球温暖化対策の推進 9,459 15,135

ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂・京都環境文化学術フォーラ

ム

など

環境影響評価 5,392 4,647

2050年ＣＯ２ゼロをめざす再エネ最大化アクション

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要 本年度予算額 前年度予算額

＜環境政策局所管＞

（環境政策局－1）



千円 千円

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要 本年度予算額 前年度予算額

生物多様性保全 60,766 52,896

生きものむすぶ・みんなのミュージアム事業

生物多様性保全推進事業 <充　実>

　自然共生サイト認定促進事業など

生物多様性センター事業

京都環境賞 1,157 1,217

京（みやこ）エコロジーセンター運営 176,429 166,309

京（みやこ）エコロジーセンタートイレリニューアル

事業

　など

公 害 対 策 ダイオキシン類モニタリング調査 17,012 17,765

大気汚染対策 123,725 161,668

大気汚染常時監視、有害大気汚染物質モニタリング調査

など

水質汚濁対策 80,403 42,502

河川水質・地下水質の常時監視、浄化槽設置補助など

騒音・振動対策 9,077 10,485

自動車騒音・道路交通振動調査など

2 ごみ処理 23,343,751 16,373,346

ご み 減 量 、 ２Ｒと分別・リサイクルの促進 59,578 42,641

リサイクルの推進 小売店等におけるプラスチックごみ発生抑制モデル事業

<新　規>

給水スポット等普及啓発事業

食品ロス削減等推進事業

紙ごみ削減推進事業

「京都市循環型社会推進基本計画」の進捗管理

　事業者報告制度、市民モニター制度の運用など

イベント等のエコ化の推進　

環境施設見学会「ごみ減量エコバスツアー」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

ごみ減量活動の推進 273,762 317,054

コミュニティ回収等の集団回収事業

市民・事業者とのパートナーシップによるごみ減量活動

の推進

廃食用油燃料化事業

　　使用済てんぷら油の市民回収奨励事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　など

（環境政策局－2）



千円 千円

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要 本年度予算額 前年度予算額

資源物の分別・リサイクルの推進 151,124 152,151

資源物の拠点回収の推進

移動式拠点回収事業

古着類の選別・リユース可能性調査事業

資源物店頭回収促進支援事業

資源物の持去り禁止等啓発パトロール

空き缶、空きびん、ペットボトルのリサイクルの推進 790,023 750,738

資源リサイクルセンター運営、保守管理

　　　　　　　　　　　　　　　　　など

プラスチック類のリサイクルの推進 593,220 549,004

プラスチック類の分別回収の実施

中間処理施設運営、保守管理

　　　　　　　　　　　　など

事業ごみ減量、分別・リサイクル対策 4,286 12,125

排出事業者に対する指導啓発

業者収集マンションごみの分別啓発

サーキュラーエコノミーの基盤づくり事業 21,000 7,200

一般廃棄物処理業者指導 3,277 2,289

基金積立金 974,400 875,800

家庭ごみ有料指定袋の収入相当分（製造経費等を除く）

の環境共生市民協働事業基金（京都市民環境ファンド）

への積立

ご み 収 集 家庭ごみ有料指定袋制の実施 770,000 889,800

指定袋の製造、保管、配送経費

定期、資源ごみ収集 4,041,804 3,659,858

定期収集

　週２回、定曜日収集

空き缶、空きびん、ペットボトル分別収集

　週１回、定曜日収集

プラスチック類分別収集

　週１回、定曜日収集

小型金属類、スプレー缶分別収集

　月１回、定曜日収集

ごみ収集福祉サービス（まごころ収集）等の実施

ごみ出しが困難な高齢者への支援の充実に向けた社会

実験 <新　規>

（環境政策局－3）



千円 千円

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要 本年度予算額 前年度予算額

大型ごみ収集 484,867 474,753

大型ごみ処理手数料のキャッシュレス決済導入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

ま ち の 美 化 「世界一美しいまち・京都」の推進 26,727 25,082

防鳥用ケージ購入助成事業

家庭ごみの防鳥用ネット貸出事業

観光地等における美化・啓発活動

市民ボランティア団体等による清掃活動への支援

不法投棄・散乱ごみ対策等 136,509 131,434

観光地等における散乱ごみ対策

観光地美化推進調査事業 <新　規>

地域団体への不法投棄監視カメラ等の貸与

不法投棄ごみ収集

　　　　　　　など

クリーンセンター クリーンセンター運営 6,241,938 6,039,137

運営・埋立地管理 焼却炉運転、残灰処理、保守管理、南部クリーンセン

ター環境学習施設の運営

クリーンセンターへの持込ごみに関する電話対応業務の

ＡＩボイスボット導入 <新　規>

　                など

北部クリーンセンター関連施設運営 58,136 48,067

埋立地管理 666,342 641,330

東部山間埋立処分地等運営

クリーンセンター等 クリーンセンター焼却炉等改修 299,640 198,143

整備

次期クリーンセンター整備事業 106,480 22,000

北部クリーンセンター大規模改修事業 6,342,570 281,000

埋 立 処 分 地 整 備 東部山間埋立処分地整備 227,908 274,635

進入道路維持補修工事、雨水流入対策工事など

広域最終処分場建設負担金 21,810 21,810

3 廃棄物適正処理対策 51,605 55,727

産業廃棄物等適正 産業廃棄物に関する資源循環の推進 <充　実> 7,391 5,719

処理 産業廃棄物の処理に対する正しい理解の促進、資源化支

援など

（環境政策局－4）



千円 千円

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要 本年度予算額 前年度予算額

廃棄物排出事業者指導 20,117 16,343

事業場の立入調査、監視パトロールなど

廃棄物処理業者等許可・指導 9,035 8,708

廃棄物処理法及び自動車リサイクル法関連許可・指導な

ど

大岩街道周辺地域対策 5,062 4,957

岡田山撤去関連事業

4 し尿処理 579,647 543,682

し 尿 収 集 処 理 収集処理費など 351,830 372,333

公衆トイレ等維持 公衆トイレ清掃・維持管理など 180,877 154,619

管理

公衆トイレのアップグレードプロジェクト <新　規> 27,000 -

観光トイレ制度 <充　実> 19,940 16,730

（環境政策局－5）



千円 千円

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要 本年度予算額 前年度予算額

基金積立金の状況

基金積立金 980,732 883,797

環境共生市民協働事業基金

公共施設等整備管理基金

有料指定袋制の実施に伴う財源（有料化財源）の活用一覧

（1）環境政策局の活用事業（再掲） 1,298,200

２Ｒと分別・リサイクルの促進 107,650

　小売店等におけるプラスチックごみ発生抑制モデル事業

  給水スポット等普及啓発事業

　食品ロス削減等推進事業

　イベント等のエコ化の推進

　環境施設見学会「ごみ減量エコバスツアー」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

ごみ減量活動の推進 98,750

　コミュニティ回収等の集団回収事業

　市民・事業者とのパートナーシップによるごみ減量活

　動の推進

　使用済てんぷら油の市民回収奨励事業

資源物の分別・リサイクルの推進 47,700

　資源物の拠点回収の推進

　移動式拠点回収事業

　古着類の選別・リユース可能性調査事業

　資源物店頭回収促進支援事業

　資源物の持去り禁止等啓発パトロール

空き缶、空きびん、ペットボトルのリサイクルの推進 102,800

プラスチック類のリサイクルの推進 573,000

サーキュラーエコノミーの基盤づくり事業 21,000

「世界一美しいまち・京都」の推進 18,200

　防鳥用ケージ購入助成事業

　家庭ごみの防鳥用ネット貸出事業

　市民ボランティア団体等による清掃活動への支援

地域団体への不法投棄監視カメラ等の貸与 1,600

再エネの普及拡大と省エネの推進 72,600

  2050年ＣＯ２ゼロをめざす再エネ最大化アクション

（環境政策局－6）



千円 千円

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要 本年度予算額 前年度予算額

南部クリーンセンター環境学習施設の運営 79,900

北部クリーンセンター大規模改修事業 175,000

（2）環境政策局以外の活用事業（再掲） 51,300

森の力活性・利用対策 49,800

～地球温暖化防止森林吸収源対策～（産業観光局）

住宅の省エネルギー化推進（都市計画局） 1,500

（3）京都市民環境ファンドへの積立 70,000

　最先端技術を活かした再生可能エネルギー分野などへの

　　　中長期的な活用に向けた計画的な積立

有料指定袋制の実施に伴う財源（有料化財源）の活用額 1,419,500

合計　(1)＋(2)＋(3)

京都市民環境ファンド（有料化財源の積立分）の令和8年度 245,085

末残高見込

最先端技術を活かした再生可能エネルギー分野などへの 245,000

中長期的な活用に向けた計画的な積立分

指定袋製造経費の入札減等を次年度以降に活用するため 85

の積立分

（環境政策局－7）




